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1. 転移温度付近(TN--1.OmK)の固体 3HeのNMR

石 川 修 六

量子固体といわれる固体 3H｡は,零点振動の振幅が他の物質と比べて非常に大きいため,
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原子交換相互作用による SpinExchangeEnergyがその性質を特長づけている｡このEn-

ergy により融解曲線上の固体は･㌔ -1･03mK で反強磁性体に1次の相転移をすることが

報告されているが,その興味深い転移の機構は,まだ解明されていない｡

我々の実験グループでは,交換相互作用の効果が最も大きい融解曲線上の,転移温度を含む

温度域での固体 3H｡の性質をNMR法で調べる目的で,Sample｡ellを設計して実験を行なって

いる.冷却装置は,稀釈冷凍機と銅の核断熱消磁を用い,SampleCellとして厄eを加圧できる

PomeranchukCe11を用いている｡現在,'装着されているものは,次の点に留意して改良し

たものである｡核断熱消磁の実験で問題となる時間に依存した heatleak を減小させるため

に,金属以外の物質を用いずに核断熱消磁段を作り直した｡液体 3Heと核断熱消磁段との熱接

触をよくするために熱交換器として用いている焼結銀の量を増し,液体10cm3 当り100血2の

表面積を持っようにした｡NMR測定のため断熱真空の外側からかけていた磁場による,金属

の磁化比熱を小さくし,十分な予冷が早くでき,核断熱消磁段のエントロピーの損を小さくす

るために,一様性のよい小さな magnetを製作し,SampleCellに装着した｡

これらの改良により核断熱消磁段だけで,0.4mK,SampleCellを装着 した場合,液体
＼

3Heの温度を0.6mKにすることができ,1mK以下の温度に24時間近く保つことができる｡

実験により超流動A相の MultipleSpinEcho,paraの固体(T>TN )の Multiple

spinEchoを測定した｡現在 Orderedstateの固体もeのsignalを捜している｡

2.ルビー R1線のコヒーレン トラマン分光

遠 藤 隆

コヒーレントラマンビートは励起状態または基底状態の副準位 1,2間にコヒーレンスを生

成させた後,プローブレーザー光を照射すれば12の間隔に対応する周波数で振幅変調された

コヒーレントな散乱光が得られる現象で,光コヒーレント過渡現象の一種として興味あるもの

である｡

コヒーレントラマンビートの周波数 (変調周波数 )は光遷移の不均一幅によらないので,こ

れを利用して副 準位の高分解能分光を行なうことができる｡我々はルビー(Cr3+:Al203)の
⊂)

R1線 (6934A)について初めてAl核による superhyperfine構造にもとづくコヒーレント

ラマンビートを観測し,40kHz程度の精度で高分解能分光を行なった｡
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